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導
の
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作
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門
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は

じ
め

に

　
善
導
の

著
作
は

日

本
の

浄
土

教
の

基

盤
の

ひ

と

つ

で

あ

り
、

こ

れ

ま

で

史
学
・

教
理

学
と

も
に

膨

大
な

先
行
研
究
が

存
在

す
る

。

既
存
の

善

導
の

著

作
や

伝

記
に
つ

い

て

は

資
料
が

既
に

出

揃
っ

て
い

る

感
が

あ

り
、

地
域

社
会
と

の

関
係
と
い

う
面
で

は
、

研
究
を

進

展
さ
せ

る

の

は

困
難
な

状

況
で

あ

る
。

　
そ

う
し

た

現

状
を

打
開
す
る

た

め
、

筆
者
は

現
在

、

仏
像
に

刻
ま
れ

た

造

像
記

を

主

な

資
料
と

し

て
、

そ
の

社
会
的
影
響
力
を
考
察
す
る
こ

と

が
で

き

る
の

で

は

な
い

か

と

考
え
て

い

る
。

今
回

、

手
始
め

に

唐

代

造
像
銘
の

宝

庫

で

あ
る

龍
門
石
窟
と
い

う
場
に

対
象
を

限
定
し

て

調
査

し
、

銘
文

内
容

と

善
導
の

著
作
と

の

比

較
を

中
心

と

し

て

考
察
す

る
。

　

現
在
で

は
、

龍
門
石
窟
奉
先
寺
盧
舎
那

大
仏
造
営
の

検
校
僧
に

勅
命

に

よ

り
任

命
さ

れ

た

「

西
京
実
際
寺
善

道
禅
師
」

が
浄
土
教

の

祖

師
善

導
を

指
す
こ

と

が

定
説
と

な
っ

て

い

る
。

ま
た

、

龍
門
石

窟
に

お
い

て

は
、

北

魏

時
代
釈
迦
・

弥
勒
像
が

中
心
で

あ
っ

た

の

に

対
し

て
、

唐
代

に

な
る

と

阿
弥
陀

像
が

最
も
多
く

な
る
こ

と

も

周
知
の

通

り
で

あ
る

。

塚
本
善
隆

氏
は

こ

の

現
象
を

「

北
魏

中
原
の

か

く
の

如
き

漠
然
た

る

浄

土

信
仰
が

、

斉
隋
か
ら

唐
の

盛

期

に

至

る

問
に

、

阿
弥
陀
仏
の

西

方
浄

土
を
専
念
要
求
す
る

浄
土
教
に

よ
っ

て
、

教
化
せ

ら

れ

て

し

ま
っ

た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　（
1）

と

を
、

明
ら

か
に

物
語
っ

て

い

る
」

と

総
括
す
る

。

そ
の

他
の

先
行
研

究
に

お
い

て

も
、

浄
土

堂
な
ど

の

窟
は

善
導
浄
土

教
の

流
行
を
背
景
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（

2）

し

て
い

る

こ

と
が

指
摘

さ

れ
る

。

　

に

も

か

か

わ

ら

ず
、

善
導
自

身
あ

る
い

は

善
導
浄
土

教
の

信
奉
者
が

龍
門
石
窟
の

阿
弥
陀
造
像
や

浄
土
造
像

に

関
与
し

た
こ

と

を

直
接
的

に

示
す
事
例
は
こ

れ

ま
で

発
見
さ

れ

て
い

な
い

。

本
稿
に

お
い

て

は
、

善

導
の

著
作
の

内
容
と

造
像
記
の

内
容
の

比

較
検
討
に
よ
っ

て
、

善
導
浄

土

教
信
奉
者
に

よ

る

銘
文
で

あ
る
こ

と

が

ほ

ぼ

確
実
で

あ
る

事
例
を

新

た

に

紹
介
し

、

そ
の

内
容
を

検
討
し

て

み

た
い

。

　

A
　
第
一

〇

三

八

窟
（

趙
客
師
洞）

顕

慶
五

年
（
六
六

〇
）

造
阿

弥
陀

　
　
　

像
記
（

彙
録

＝
・。

刈
、

龍
拓
9
一

避
、

京

詈
ω
N
 

×、

傅
図

8
。。

一

b。

邑
ω

匿
一

。

　
　
　

書
名
略
号
に

つ

い

て

は

本
稿
末
尾
参
照

。

）

一
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こ

の

造
像
記
は

、

窟
高
二

八

〇
、

幅
三

〇
九

、

奥
行
四

〇

八

糎
の

趙

客
師

洞
南
壁
に

存
在
す
る

。

趙
客
師
の

名
は

別
の

造
像
記
に

「

於
趙
客

師

龕
内

敬
造
」

と

見
え
る

。

清

明
寺

洞
（
五

五
七

窟）

に

は

上

元
二

年

（
六

七

五
）

の

紀
年
造

像
記
に

「

雍
州
人

趙
客
師

、

王

安

尚
…
…

（
以
下

人
名
）

」

（
彙
録
七
四

七
）

と

あ

り
、

雍
州
出
身
者
に

よ

る

窟
で

あ
る
こ

と

が

わ

か

る
。

趙

客
師
洞

の

唐
代

紀

年
銘
全

八

件
の

う
ち

、

顕

慶
五

年

（
六

六

〇
）

の

も
の

が

五

件
を

占
め

、

の

こ

り
の

三

件
の

う
ち
二

件
も
顕

慶

年
間
（
六

五
六

〜

六
六
一
）

で

あ
る

こ

と

が

確
実
で

あ

る
。

尊
格
は

題

記
に

拠
れ

ば
、

大
龕
が

み

な

阿

弥
陀
仏
で

、

小
龕
は

観
音
か

阿

弥
陀
で

あ
る

。

こ

れ

以

外
に

北

壁

に

優
槇
王

像
が

存
在
す
る

。

　

こ

の

う
ち

特
に

重
視

す
べ

き

は

南
壁
の

大
龕
に

付
さ

れ

た
顕
慶
五

年

造

像
記
（

彙
録
一

四
二

七
）

で

あ

る
。

文
の

前
半
部
に

は
、

「

口
徽
五

年

以
来

、

一

口
時
一

切
処

、

礼
阿

弥
陥
口

、

念
阿
弥
隘
仏

、

観
阿

弥
隘
仏

…

…
根
悉

皆
迴
願

往
生
口

捨
口

財

口
口
口
口
陥
石
像
一

…

…

造
憂
口
王

像
一

躯
」

と

あ
る

。

「

口
口
防
」

は

「

阿
弥
陥
」

で

あ
り

、

「

憂
口
王

像
」

は

こ

の

窟
北
壁
の

無
銘
の

優
槇
王

像
の

こ

と

で

あ
ろ

う
。

阿
弥
陀
仏
を

「

礼
・

念
・

観
」

す
る

と

い

う
意
味
と

「

口

根
悉

皆
迴
願
往
生
」

と

を

と

も
に

含
む

の

は
、

善
導
『

往
生

礼
讃
』

「

問
日

。

今
欲
勧
人

往
生

者
、

未
知

、

若
為
安
心
・

起

行
・

作
業

、

定
得
往
生

彼
国
土

也
。

答
日

。

必

欲
生

彼
国

土

者
、

如
『

観
経
』

説
者

、

具
三

心
必
得
柱
生

。

何
等
為
三

。

一

者
至
誠
心

。

所
謂
身
業
礼
拝

彼
仏

、

口

業
讃
歎
称
揚
彼
仏

、

意
業
専

念

観
察

彼
仏

。

凡
起
三

業
、

必

須
真
実

。

故
名
至
誠
心

。

二

者
深
心

。

善
導
の

著
作
と

龍
門
阿
弥
陀

造
像
記
（

倉
　
本）

（
中
略）

。

三

者
回

向
発
願

心
。

所
作
一

切

善
根
悉
皆
回

願

往
生

、

故
名

回

向
発
願
心

。

具
此

三

心
、

必
得
生

也
。

」

（
大
正

四

七
・

四
三

八

下
）

で

あ
ろ

う
。

つ

ま
り

、

こ

の

造
像
記
は

善
導
の

思
想
の

核
心
で

あ
る

い

わ

ゆ
る

三

心

釈
を
ふ

ま
え
た

も
の

で

あ
る
と

考
え

ら

れ
る

。

特
に

「

（

所
作

一

切
善∀

根
悉

皆
回
願

往
生
」

と
い

う
語
は

、

こ

の

時
代
ま

で

で

『

往

生
礼

讃
』

に

の

み

見
ら
れ
る

語
で

あ
り

、

こ

の

造
像
記
が

善
導
浄
土

教

の

信

奉
者
に

よ

る

も
の

で

あ
る

こ

と

は

ほ

ぼ

確
実
で

あ
る

と

考
え
ら

れ

る
。

こ

の

造
像
記
か
ら

、

顕
慶
五

年
に

は

『

往
生

礼
讃
』

が

す
で

に

成

立
し

て

い

た

可

能
性
が
高
い

と

も

言
え

よ

う
。

　

銘

文
に

よ

れ

ば
、

永

徽
五

年
（

亠

ハ

五

四
）

以

來
、

阿

弥

陀
仏

の

唱

名
・

礼
拝
・

観
想
を
実
践
し

て

お

り、

あ
ら

ゆ
る

功

徳
を

浄

土

往
生
に

廻
向
し

、

財
を

喜
捨
し
て

阿
弥
陀

仏

を

造

像
し

た
こ

と

が

わ

か

る
。

阿

弥
陀
仏
以

外
に

も
優
槇
王

像
な

ど

も
造
っ

て
い

る
。

優
槇
王

像

は
こ

の

窟
の

反

対
側
の

壁
（

北
壁
）

の

像
を

指
す
可

能

性
が

高
い

。

実
践
面
で

は
、

阿
弥

陀
仏
の

称
名
や

『

阿

弥
陀
経
』

の

読

誦
を

中

核
と

し
、

「

終

日
無
闕
」

で

あ
る

こ

と

が

強
調
さ

れ
て

い

る
。

ま
た

、

文
末
に

は

「

有

信
士

存
意
習
焉
」

と

あ
り

、

善
導
浄
土

教
に

基
づ

く
実
践

を

他
人
に

勧

め
る

も
の

で

あ
り

、

造
像
銘
文
と

し
て

は

異
例
で

あ
る

。

　
以

上
の

考
察
に

よ

り
、

こ

の

顕

慶
五

年
（
六

六

〇
）

の

造

像
銘
が

、

永
徽
五

年
（
六
五

四
）

以

来
、

善
導
の

浄
土

教
に

基
づ

き
実

践
し

て

き

た
信

奉
者
に

よ

る

も
の

で

あ
る
こ

と

が

明
ら
か

に

な
っ

た

と

思
わ

れ

る

が
、

だ

と

す
れ

ば
、

こ

の

趙

客
師
洞
の

同
じ
顕
慶
五

年
銘
を
有
す
る

正

二

三

五

一 787 一
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善
導
の

著
作
と

龍
門
阿
弥
陀
造
像
記
（
倉
　
本
）

壁
や

北
壁
の

阿
弥
陀
造
像
も
善
導
浄
土

教
の

信

奉
者
に

よ

る

勧

誘
な
ど

が

あ
っ

て

造
ら

れ

た

可
能
性
が

高
い

と

言
え
る

だ

ろ

う
。

　
B
　
一

四

九

七

龕
上

元
二

年
（
六
七

五
）

宣
義

郎
周
遠
志

等
造
阿
弥

　
　
　

陀
像
記
（
彙
録
b。
 
し。

刈
、

龍

録
゜。
一

G。
、

久
野
○。

S

ミ
 

、

龍
拓
0
浜
）

　
善
導
が

勅
命
に

よ
り

龍
門
石

窟
の

シ

ン

ボ
ル

と

も
言
え

る

奉
先
寺
盧

舎
那
大
仏
造
営
の

検
校

僧
に

任
ぜ

ら

れ

た
こ

と

は

夙
に

有
名
で

あ
る

。

咸

亨
三

年
（

六

七
二
）

武
后
が

化
粧
料
二

万

貫
を

喜

捨
し

、

上

元
二

年

（
六

七

五）

十
二

月
三

十
日

に

完
成
し
た

。

こ

の

盧
舎
那
大
仏
と

同
月
に

完
成
し

た
、

奉
先
寺
大

仏
周
辺
の

善

導
浄
土
教
信
奉
者
に

よ

る

と

考
え

ら

れ

る

造
像
が
一

四

九
七
龕
で

あ

る
。

　
一

四

九
七

龕
は

盧

舎
那
大
仏
の

南

側
、

古
陽
洞
の

上

方
、

北
市
絲
行

像
龕
の

す

ぐ

北

側

に

位
置

す

る
。

龕

高
一

五

九
、

幅

九

三
、

奥
行

一

五

七

糎
で

あ

る
。

像
は

現
存
し

な
い

が
八

角
形
の

窪
み

が
三

箇
所
壇

上

に

の

こ

る
。

正

壁
の

壇
に

は

蓮
華
化
生

な
ど

の

浮
彫
が

存
在
す
る

。

久
野
美

樹
氏
は

「

本
龕
像
に

は

本
迹

思

想
と

、

諸
仏
の

中

か

ら

阿
弥
随

信
仰
を
選
ん

だ

造

像
主

の

信
仰
態
度
が

看
取
で

き
る
」

と

指
摘

す
る

。

さ
ら

に

踏
み

込
ん

で

言
え
ば

、

以

下
で

見
る

よ

う
に

『

阿
弥
陀

経
』

を

刻
み

、

浄
土

に

関
係
の

あ
る

語
を

使
用

し

て

お

り、

お

そ

ら

く
善
導
自

身
あ
る

い

は

そ

の

弟
子
の

指
導
の

下、

造
ら

れ

た

龕
と

考
え

ら

れ

る
。

　
こ

の

龕
の

左

壁
に

『

阿
弥

陀
経
』

を
刻
む

が
、

『

阿
弥
陀

経
』

は

周

知
の

と

お

り
善
導
が

数
万
巻
書
写
し
、

な
お

か
つ

読
誦
を

勧
め

た
と
い

う
経
で

あ
る

。

銘
文
中
に

は
一

般
的
造

像
記
に

は

見
ら

れ

な
い

浄
土

教

二

三

六

関
係
の

特
殊
な

語
が

多
く

用
い

ら
れ

て

い

る
。

「

十

念
」

「

六

八

之

言
」

「

結
願

於
西
方
」

な
ど

は

西
方

浄
土

信
仰
と

関

係
の

深
い

語
で

あ

り
、

な
お

か
つ

造

像
銘
と

し

て

は

非
常
に

珍
し
い

語
で

あ

る
。

次
に

述
べ

る

一

〇

七

四

窟
同
様

、

「

天

后
」

の

た

め

祈
願

し

た

こ

と

を

龍
門

石
窟
で

は

最
初
に

表
明
し

、

盧

舎
那
大

像
と

同

年
月
に

完
成

し

て

い

る
。

善
導

自
身

、

あ

る
い

は

そ
の

弟
子
に

よ

る

指
導
が

あ
っ

た

と

考
え
ら

れ
る

。

　
C
　
一

〇

七

四

窟
慧
審
造

像
銘
（

彙
録

置
OO

、

久
野

霸
9

お
刈）

　

第
一

〇

七

四

窟
は

、

窟
内
に

像
が

全
く
残
っ

て

い

な
い

に

も

か

か
わ

ら

ず
、

善
導
浄

土

教
を

信
奉
す
る

僧
が

龍
門

石
窟
の

浄
土

造
像
に

直
接

的
に

関
わ
っ

て
い

た
こ

と
を

示
す
極
め

て

注
目
す
べ

き

窟
で

あ
る

。

こ

の

窟
は

久
野

氏

に

よ
っ

て

初
め

て

本
格
的

に

研
究
対
象
と

し

て

と

り
あ

げ
ら

れ

た

が
、

善

導
と
の

関
係
に

は

言

及
さ

れ
て

い

な
い

。

　

最
初
に

窟
の

概

要
を

説
明
し

よ

う
。

窟
の

位
置
は

趙
客
師
洞
と
盧

舎

那
大
仏
を

結
ぶ

線
の

ほ

ぼ

中
間
に

あ
た

り
、

か

な
り
の

高
所
に

あ

る
。

窟
の

大
き

さ
は

、

窟
高
一

八

八
、

幅
二

〇

〇
、

奥

行
二

三

五

糎
で

あ

る
。

天
井
に

は

三

重
の

蓮

弁
が

浮
彫
さ

れ

て

い

る
。

窟
中
程
の

床
面
に

は

小
さ
な

八

角
形

の

穴
が

十
一

箇
所
存
在
す
る

。

久
野
氏
は
こ

れ

に

つ

い

て
、

浄
土

を

表
現
し

た
こ

と
が

確
実
な

高
平
郡
王

洞
の

床
面

と

の

類

似
性
を
指
摘
し
、

元
来

、

蓮
華
座

が

は

め
こ

ま

れ
、

床
面
を
宝

池
に

見

立

て

た

も
の

と

推

測
す
る

。

ま

た
、

正

壁

中

央
部
に

高

さ
九

〇
、

幅

九

五
、

奥
行
七
一

糎
の

方
形
の

穴
が

あ
る

が
、

元
来

、

遺
灰
な
ど

を
安

置
し
た

も
の

と

久
野
氏
は

推
測

す
る

。

た

だ

し
、

銘
文
に

は

「

還
来
此
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界
、

開
此

経
蔵
」

と

あ
り

、

こ

こ

に
経
典
を

保
管
し

た

可
能
性
も

考
慮

に

入
れ

た
い

。

床
面
の

穴
の

痕
跡
か
ら

、

こ

の

窟
全

体
は

元
来

、

西

方

浄
土

を

表
現
し

て
い

た

と

考
え
ら

れ
る

。

　

ま

た
、

左

右
お

よ

び

奥
壁
に

沿
っ

て
、

床
面
に

大
き
め
の

円
形
ま
た

は

八

角
形
の

く
ぼ

み

が

九

箇
所
存
在
す
る

。

こ

れ

は
、

お

そ

ら
く
三

方

に

そ
れ

ぞ

れ
一

仏
二

菩
薩
像
を
つ

く
っ

た

も

の

で

あ
ろ

う
。

久
野

氏
は

、

銘

文
中
に

「

帰
命
三

仏

菩

提
尊
」

「

釈
迦

仏
」

「

阿

弥
隗
」

「

弥

口
口
」

と

あ
る
こ

と

な
ど

か

ら
、

こ

の

三

仏
は

釈
迦

、

弥
勒

、

阿
弥
陀
で

あ
っ

た

と

推
測
す
る

。

し
か
し

、

「

三

仏

菩
提
尊
」

な
ど

の

語
は

、

銘
文
が

引
用
す
る

『

観
経
疏
』

の

文

章
そ
の

も
の

で

あ
り

、

像
を

指
し

た

語
で

は

な
い

。

則
天

武
后
期
造
営
の

北
市
綵
帛
行
浄
土

堂
に

は
、

三

方
の

壁

面
に

そ
れ

ぞ

れ

仏
像
が

も
と

存
在
し

、

こ

れ

が

銘
文
に

「

阿

弥
陥
仏

像

三

鋪
」

と
あ

る

の

に

対
応
す
る

と

考
え

ら

れ

る
。

つ

ま

り
、

阿
弥
陀
仏

を

各
壁
に

造
っ

て

い

た

の

で

あ
る

。

こ

の

こ

と

と
、

一

〇

七

四

窟
も
西

方
浄
土
を

表
現
し

て

い

る

と

考
え
ら

れ

る
こ

と

と
を

勘
案
す
れ

ば
、

こ

の

窟
も
三

方
に

阿
弥
陀

仏

像
を
造
っ

た

と

考
え
た

方
が
よ
い

の

で

は

な

い

か
。

さ
ら

に
、

こ

の

窟
に

は
、

窟
外
の

入
口

上

部
に

造
像
記
が

存
在

す
る

。

そ
の

内
容
は

極
め

て

注
目
す
べ

き
も
の

で

あ
る

。

筆
者
は

実
地

調
査

、

龍
門
石
窟
研
究
院
所
蔵
拓
本
の

調
査

、

さ

ら

に

典
拠
仏
典
の

調

査
の

結
果
を

総
合
し

て

独
自
に

録
文
を

以

下

の

通
り
作
成
し
た

。

な

お

こ

の

龕
の

年
代
に
つ

い

て

は
、

「

天

后
」

と

い

う
語
が

見
え

、

か
つ

則

天

文
字
を
使
用
し

て

い

な
い

と
こ

ろ

か

ら
、

六

七
四

〜
六

八

三

年
の

可

善
導
の

著
作
と

龍
門
阿
弥
陀
造
像
記
（

倉

　
本）

能

性
が

高
く

、

遅
く
と

も
六

八

九

年
ま

で

と

言
え
よ

う
。

（

年
代
考
証
の

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
（
3）

詳
細

、

銘
文
と

仏
典
と
の

よ

り
詳

細
な

対
照
表
は

拙
稿
参
照

。

）

　

 
沙
門

釈
慧
審
勧
一

切
衆
生

発
願
帰

三

宝
。

道
俗
時
衆
等、

各
発
無
上

心、

　

生

死

甚
難
厭

、

仏
法
復
難
欣

、

共
発
金

剛
志

、

横
超
断
四

流
、

願
入
弥

隘

　

口
、

帰
依

合
掌
礼

。

世
尊
我
一

心
、

帰
命
尽
十
方

、

法
性
真
如
海、

報
化
等

　

諸

仏、
　一
一

菩
提
身

、

眷
口

口
無
量、

荘
厳
及

変
化

、

十
地
三

賢
海

、

時
劫

　

満
未
満、

智
行
円

未
円

、

正

使
尽
未
尽、

習
気
口
未

亡
、

功
用
無
功
用

、

証

　

智
未
証
智

、

妙
覚
及

等

覚
、

正

受
金

剛
心、

相
応
一

念
後

、

果
徳
口
口

者
。

　

我

等
咸
帰
命

、

三

仏
菩
提
尊

。

無
礙
神
通

力
、

冥

加

願
摂
受

。

我
等
咸
帰

　

命、

三

乗
等
賢
聖、

学
仏
大

悲
心

、

長
時
無
退
者

。

請
願

遙

加
備

、

念
念

見

　

諸
仏

。

我

等
愚
痴
身

、

曠

…
転、

今
逢
釈
迦
仏

、

末
法
之
遺
口

、

弥

陀

　

本
誓
願
、

極
楽
之
要
門

、

定
散
等
廻

向

　
・
・

…
。

我
依
菩
薩
蔵、

頓

　

教
一

乗
海

、

発
願
帰
三

宝
、

与
仏
心
相
応

。

十
方
恒
沙

口

　・
・

…
、

・

　

乗
二

尊
教

、

広

流

浄
土

門
。

願
以

此

功

徳
、

平
等

施
一

切
、

同
発

菩

提

　

…
：
・
。

 

：
口

発
此

願

者、

欲

使
業

影
先

淳
、

臨

口

終
必

　

会、

如

樹
先
傾

、

倒
（

欠）

四

十
八

大
願

、

又

依
天
親

菩
薩
廿
四

願、

如

　
一
一

願

不
依
（

欠
）

名
極
楽、

仏

号

阿
弥
陥

、

依
正
二

報
荘
厳
及
眷
（
欠
）

　

雑
経
疏
等
二

百
巻
於
一

万

年
後
法
滅
尽

（

欠）

経
五

万
巻
了、

誦

阿
弥

陶
経

　

千
万

（

欠
）

宿

命
、

還
来
此

界
、

開
此

経
蔵
・
・

 
（

欠
）

得
因
縁
則
生

。

　

何
以

故
。

不
（

欠）

生
、

捨
浄

土

命
、

随
願
得
生

三

（
欠）

弥

陥
仏
善
力
住

　

持
故

。

 
用

斯
（

欠
）

天

后
聖

代
無
窮
　
皇
太

（
欠）

相
常
居
禄
位

、

師
僧

　
父

母
七

代
（
欠）

 
依
経
讃
□

万
年
三

宝
滅
（

欠
）

仏
世
甚
難

値、

人
有
信

　
慧

難、

遇
聞
（
欠）

悲
伝
普
化

、

真
誠
報
仏
恩

。

（
欠
）

人
李
猷

　

 
の

部
分
は

、

善
導
『

観
経
疏
』

の

冒
頭

、

い

わ

ゆ

る

十
四

行
偈
を

、

慧
審
自
ら
大
衆
に

勧
め

る

主

体
と

設
定
し
つ

つ
、

ほ

ぼ

そ
の

ま
ま
引
用

し
た

も
の

で

あ
る

。

十
四

行
偈
の

現

存
最
古
の

テ

キ

ス

ト
と

言
え
る

。

二

三

七
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善
導
の

著
作
と
龍

門
阿
弥
陀

造
像
記
（

倉
　
本
∀

仏
教
石
刻
で

経
論
以

外
の

注
疏
に

属
す
る

も

の

を

刻
す
る

の

は

こ

れ
が

最
古
の

事
例
で

あ
ろ

う
。

『

観
経
疏
』

巻
四
に

は

「

此
義
已
請
証

定

竟、

一

句
一

字
不
可
加
減

。

欲
写
者
一

如

経

法
。

応
知
」

（
大

正
二

七
・

二

七

八

下
）

と

あ
る

が
、

い

か
に

善

導
の

文
章
が

そ
の

信
者
に

尊
崇
さ

れ
て

い

た
か

を
こ

の

銘
文

は

示

し
て

い

る
。

 
の

部
分
は

、

欠

損
が

多
く
詳
細

は

不
明
で

あ
る

が
、

 
の

願
に

よ
っ

て

阿
弥
陀
浄
上

に

往
生
し

、

一

万

年
後
の

法
滅
尽
の

際
に

は
こ

の

世
に

戻
り
経
蔵
を

開
く
と

い

う
意
味
で

あ
る
と

解
釈
で

き

よ

う
。

 
は

対
応
す
る

典
拠
で

あ
る

曇
鸞

『

浄
土
論

註
』

か

ら

推
測
す

る
と

、

も
し
ひ

と

た

び

安
楽
浄
土

に

生

ま

れ

た

な
ら

ば
、

衆
生
を
教
化
す
る
た

め

三

界
に

生

ま
れ

か

わ

る

こ

と

を

願
い

、

浄

土
で
の

命
を
捨
て

て
、

願
い

通
り、

二

界
に

生

ま
れ

か

わ
っ

て

も
、

阿
弥

陀
仏
の

善
住
持
に

よ
っ

て
、

無
上

菩
提
種
子
が

畢
竟
不
朽
で

あ

る
こ

と

を
述
べ

た

も
の

で

あ
る

。

 
 
 
の

部
分
あ
わ

せ

て

往
相
廻

向
・

還
相

廻

向
を

示
し

て

い

る

と

考
え

ら
れ

る
。

 
は

、

造
像
の

功
徳
を
、

（

天

皇
）

、

天

后
や

皇
太
子

、

先
祖

、

師
僧
父

母
へ

と

廻

向

し

た

も
の

で

あ

る

と

考
え

ら
れ

る
。

 
も

欠
損

部
分
が

極
め

て

多
い

が
、

「

経
讃
」

と

し

て
、

善
導
『

往
生

礼
讃
』

を

引
用

し

て

い

る
。

　

D
　
一

三

八

七

窟
（

薬
方
洞
）
「

究
竟
荘
厳
安
楽
浄
土

成
仏
銘
記
」

（
彙

　

　
　
録

寄
罎、

久
野

ミ
冒

切
O
ω）

　

薬
方

洞
の

窟
門

外
上

方
の

碑
形
の

区
画
（

碑
高

約
二
・
五

米
）

に

刻
ま

れ

る

の

が

永

隆
二

年
（
六

八
一
）

四

月
二

十
日

「

究

竟
荘
厳
安

楽
浄
土

成
仏
銘
記
」

で

あ
る

。

こ

の

日
付
が

善
導
入
寂
の

年
月
と

さ
れ

る

同

年

二

三

八

三

月
の

約
一

箇
月
後
で

あ
る
こ

と

も
偶
然
か

も
し
れ

な
い

が

注
意
し
て

お

き
た
い

。

こ

の

銘
文
に
つ

い

て

は
、

久
野

氏
は

『

彙
録
』

の

録

文
を

ほ

ぼ

そ
の

ま

ま
提
示
し

、

「

阿

弥
陀
信

仰
を

意
識
し
た

も
の
」

と

述
べ

る
。

一

方
、

王

振

国

氏
は

、

よ

り
詳
細

に

分

析
を
加
え

、

銘
文
の

首
尾

各
一

、

二

行
を

除
い

て
、

基
本

的
に

曇
無
讖
訳

『

悲
華
経
』

諸
菩
薩
受

記
品
第
四
之
一

を

典

拠
と
し
て

い

る

と

指
摘

す
る

が
、

第
一

行
を

「

沙

門

口

慧
般
口

代
輪
超
口

口

超
口

口
乗

口

口

口

比

丘

口

口
未
…
…

」

と

読

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（

4）

み
、

こ

の

銘
記
の

意
義
に
つ

い

て

は

不
十

分

な

理

解
に

留
ま
る

。

　

筆
者
が

傅
斯
年
図
書
館
所
蔵
の

二

種
の

こ

の

銘
記
の

拓
本
を
調
査
し

た

と

こ

ろ
、

『

悲

華
経
』

以

外
に

も

『

観
世

音
菩
薩
授
記
経
』

を

用
い

て

お

り
、

ま
た

沙
門
名
も

「

慧
般
」

で

は

な

く
、

一

〇

七

四

窟
造

像
記

に

見
え
る

「

慧
審
」

で

あ
り

、

単
な

る

経
典
の

抄
録
で

は

な

く、

極
め

て

興
味
深
い

内
容
で

あ
る

こ

と

が
判
明
し

た
。

詳
細
な
検
討
は

稿
を

改

め

て

行
う
こ

と

に

す
る

。

お

わ

り
に

　
以
上
い

く
つ

か
の

造
像

記
に
つ

い

て
、

善

導
浄

土

教
の

信
奉
者
に

よ

る

も
の

で

あ
る
こ

と

を
新
た

に

明

ら

か

に

し

た
。

特
に

今
回

提
示
し

た

A
、

C
、

D
の

銘
文
は

そ

の

ま

ま

で

は

史

料
と

し

て

使
用

で

き

な
い

程
、

従
来
の

録
文
に

判

読
さ

れ

て

い

な
い

文

字
や

誤
り
が

あ
り

、

実
地

調
査
や

拓
本
を

用
い

た

文
字
の

校
訂
と
い

う
作
業

が

不
可
欠
で

あ
る

。

　
造

像
銘
と

し

て

は

特

殊
な

形
態
を

と

る

A
と

C
に

共
通

す
る

の

は
、
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他

者
を
勧
化
す
る

文
を

有
し

て

い

る
こ

と

で

あ
る

。

A
の

銘

文
は

、

善

導
浄
土
教
の

盛
行
が

西

暦
六

五

〇

〜
六

〇

年
代
の

龍
門
石

窟
に

お

け

る

阿

弥
陀

像
の

多
さ

の
一

因

と

な
っ

て
い

る

こ

と

を

直

接
示

す
事

例
で

あ
っ

た
。

善

導
が

龍
門

石
窟
の

造
像
活
動
に

お
い

て

す
で

に

か

な
り
の

影
響
力
を
発
揮
し
て

い

た

と

考
え
ら

れ

る
こ

と
も

、

盧
舎
那
大
仏
の

検

校
僧
に

選
ば

れ

た
一

因

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

。

B
は

善
導
が

検
校
僧
に

任

命
さ
れ

た

盧
舎
那
大
仏

の

落
慶
と

同
年
月
の

も
の

で

あ
り

、

こ

の

窟

に
は

『

阿
弥
陀
経
』

も
刻

ま

れ

て

い

る
。

造
形
面
に
お
い

て

も
化
生

童

子
の

浮
彫
が

本

尊
（

佚
失
）

の

壇
に

刻
ま
れ

る

な
ど

新
し
い

変
化
が

見

え
る

。

C
は

、

自
身
を

主

体
と

し
て

善
導
の

『

観
経
疏
』

十
四

行
偈
を

用
い

、

ま
た

、

末
尾

に

は

経
讃
と

し
て

善
導
『

往
生

礼

讃
』

が

用
い

ら

れ

る
。

さ

ら

に
、

一

万
年
後
の

法
滅
尽
の

後
こ

の

世
界
に

戻
り
経
蔵
を

開
く
と

い

う
願
が

述
べ

ら

れ
、

ま
た

、

曇
鸞

『

浄
土

論
註
』

も

用
い

、

往
相
・

還

相

廻

向
と

思
わ

れ
る

思
想

が
示

さ
れ

て

お

り
誠
に

興
味

深

い
。

一

〇

七

四

窟
は

造
形
面
に

お
い

て

も
、

窟
龕
全

体
を
西

方
浄
土

と

み

な
し

造

形
さ

れ
た

痕

跡
が

あ

り
、

則
天

期
の

「

北

市
綵

帛
行
浄
土

堂
」

の

前
身
に

あ
た

る

も
の

と

み

な
す
こ

と

が

で

き

る
。

今
回
新
た

に

提
示
し

た

銘
文
は

、

思
想
的
に

も
非
常
に

興
味
深
い

内

容
を

含
ん

で

い

る
。

し

か

し

本
稿
で

は

紙
幅
の

関
係
で

概
要
を

示
す
に

と
ど

め

た
。

全

体
の

録
文
と

よ

り
詳
細
な

検
討
は

別
稿
を

期
し

た
い

。

1

塚
本
善
隆
「

龍
門
石

窟
に

現
れ

た

る

北
魏
仏
教
」

『

塚
本

善
隆
著
作
集
』

善
導
の

著
作
と
龍
門
阿

弥
陀
造
像
記
（

倉
　
本）

第
二

巻、

大
東
出
版

社、

一

九

七

四

年、

四
五

八

頁
。

　

　

　

2
　
曽
布
川

寛
『

中

国
美

術
の

図
像
と

様
式
』

中
央
公

論
美
術

出
版

、

二

〇

〇

六

年
、

三
八

八
、

四
一

〇

頁
な
ど

。

　
　

　

3
　
拙
稿

「

龍
門

北
朝
隋
唐
造
像
銘
に

見
る

浄
土

信
仰
の

変
容
」

『

東
ア

ジ
ア

仏
教
学
術
論
集
　
　
中
・

日
・

韓
国

際
仏

教
学
術
大
会
論
文
集

』

二
、

二

〇
一

四

年
。

　

　
　

4
　
王

振
国

『

龍

門
石

窟
与
洛
陽

仏
教
文
化
』

中
州

古
籍

出
版
社

、

二

〇

〇
六

年
、

九

四

頁
。

〈

書
名
略
号
〉

彙
録
：

劉
景
龍
・

李
玉

昆
主

編

『

龍
門

石

窟
碑
刻
題
記
彙
録
』

中
国
大
百

科

全
書
出
版
社、

一

九
九

八

年
。

龍
録
：

「

龍
門

石
刻

録
録
文
」

（

水
野
清
一

・

長
広
敏
雄
『

龍
門
石
窟
の

研

究
』

座
右
宝
刊
行
会

、

一

九

四
一

年）
。

久

野
：

久
野

美

樹
『

唐
代

龍

門

石

窟
の

研
究
』

中

央
公

論

美

術

出

版
、

二

〇
一
一

年
。

龍
拓
：

『

北

京
図
書
館
蔵

龍
門

石

窟
造

像
題
記
拓
本
全

編
』

広
西
師
範
大
学

出
版

社、

二

〇
〇

〇

年
。

傅
図
：

中
央
研
究
院
傅
斯
年
図
書
館
蔵

拓
本

。

京
：

京
都
大

学
人

文

科
学

研
究
所
所
蔵
石
刻
拓

本

資
料

（

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

，

ξ”
鼻
且
广

N

ぎ
σ

巨゚

ξ
ggF

穹
七
≧
げ
−

薨
。

臣
昌

¢
＼

巨
。。
°。

霎
丶

g
互
70

ミ
）

管
理
番
号

。

〈

キ

ー
ワ

ー

ド
〉

　
龍
門
石
窟

、

造
像
銘、

阿

弥
陀

仏
、

善
導、

　
　

　
　
　
　

『

往
生

礼
讃
』

　
　

　
　
（
中
央
研
究

院
歴

史
語
言

研
究
所
助

研
究

員
・

博
士

『

観
経

疏
』

、

（
文
学
）

）

二

三
九
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